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２．実施状況

３．総合診断
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1．事業の概要
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受益者あたり事業費
（ｂ＝C/a）

円 66,265

市が活用中の元耕作放棄地面積
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　遊休農地を再生し、市民菜園として区画を貸し出している。しかし、単に場所を貸すだけの菜園では、栽培がうまくいかな
い等の理由により耕作をあきらめ、菜園の中で再度耕作放棄区画が発生する可能性がある。そこで、農業の知識のある管
理人を置き、菜園の管理・運営を委託することで再度の耕作放棄地化を防ぐとともに、収穫祭等を実施し、利用者同士のコ
ミュニティ形成を図った。
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事業番号

実施計画事業

実施計画事業以外の事業

令和元年度 事務事業評価シート

0 0

42

項目 Ｈ27 Ｈ29
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直
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その他職員

項

平成２４年度

事務事業名

事業期間

新基本計画
（平成26年～平成30年）

基本施策 19 展開方向 4

予算区分 一般会計

遊休農地活用事業

令和２年度以降

款 0503 中大

～

地域活性化営業部

農政課

担当部

担当課

06　農林費
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４．総合評価

千円 節 節

診
断
結
果

事業の方向性

削減額・対象

評
価
結
果

維　持

事務事業評価による額

菜園利用者は増加しており、今後も耕作放棄地を再生した農地の有効活用と、利用者同士のコミュ
ニティの継続が見込まれるため、事業を維持していく。

予算区分

改善点は見られない 改善点が若干見られる 大いに改善すべき

事業費（直接経費）は、平成２９年度から平成３０年度にかけて減少している。この要因は、消耗品
費や修繕費の減少によるものである。
活動指標については、平成２９年度から平成３０年度にかけて増加している。管理人の菜園管理や
栽培指導等により、利用者が耕作を継続できていること、利用者からの評判を聞き、新規利用者が
増えていることが要因であると考えられる。

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの
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